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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年2月3日(2011.2.3)

【公表番号】特表2008-518199(P2008-518199A)
【公表日】平成20年5月29日(2008.5.29)
【年通号数】公開・登録公報2008-021
【出願番号】特願2007-537234(P2007-537234)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/64    　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｎ  21/64    　　　Ｃ
   Ｇ０１Ｎ  21/64    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ  21/76    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年12月13日(2010.12.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
液体試料中の分析対象物質をルミネセンスによって検出するためのシステムであって、分
析対象物質と接触すると、第一のルミネセンスシグナルを発生することができる、分析対
象物質に特異的な物質と、
液体試料と接触することによって実質的に消される、第二のルミネセンスシグナルを発生
することができる比較参照物質とを含む担体を具備するシステムであって、
該分析対象物質に特異的な物質のルミネセンスシグナルおよび該比較参照物質のルミネセ
ンスシグナルを測定するためにただ一つの検出器が使用されるシステム。
【請求項２】
さらに、試料の量、分析対象物質の量、および／または担体の準備状態を確認する評価ユ
ニットを具備する請求項１記載のシステム。
【請求項３】
分析対象物質に特異的な物質および比較参照物質が、蛍光物質である請求項１または２記
載のシステム。
【請求項４】
水と接触するとルミネセンスが実質的に消される物質の中から、比較参照物質が選択され
る請求項１～３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項５】
比較参照物質が、
式Ｉ：
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【化１】

（式中、Ｒ2、Ｒ3、およびＲ5の一つはＮＲ11Ｒ12およびＳＯ3Ｎａの中から選択され；
Ｒ1、Ｒ4、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9およびＲ10は水素またはハロゲンであり；
Ｒ11およびＲ12は、水素またはＣ1－Ｃ4アルキルであり、Ｃ1－Ｃ4アルキルは－ＯＨ、－
ＳＨ、ホスファート、－ＣＯＯＨ、－ＮＨ2、－ＳＯ3Ｎａ、－ＮＯ2、ハロゲンで置換が
可能である）
で表される化合物である請求項４記載のシステム。
【請求項６】
金属イオンと接触するとルミネセンスが実質的に消される物質の中から、比較参照物質が
選択される請求項１～３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項７】
比較参照物質がＦｕｒａＲＥＤである請求項６記載のシステム。
【請求項８】
ｐＨが変化するとルミネセンスが実質的に消される物質の中から、比較参照物質が選択さ
れる請求項１～３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項９】
比較参照物質が、ＬｙｓｏＳｅｎｓｏｒ　Ｂｌｕｅ　ＤＮＤ－１６７か、またはその誘導
体である請求項８記載のシステム。
【請求項１０】
ルミネセンスがｐＨに依存する物質から、分析対象物質に特異的な物質が選択される請求
項１～３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１１】
分析対象物質に特異的な物質が、ＬｙｓｏＳｅｎｓｏｒ　Ｂｌｕｅ　ＤＮＤ－１６７か、
またはその誘導体である請求項１０記載のシステム。
【請求項１２】
分析対象物質に特異的な物質および比較参照物質が、実質的に同じ波長領域で励起され、
発光する請求項１～１１のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１３】
液体と接触すると実質的に消されるルミネセンスシグナルを発生することができる物質を
、比較参照物質として、分析対象物質を検出する方法に使用する用途であって、該方法が
該分析対象物質に特異的な物質のルミネセンスシグナルおよび該比較参照物質のルミネセ
ンスシグナルを測定するためにただ一つの検出器が使用される方法である用途。
【請求項１４】
液体と接触すると実質的に消されるルミネセンスシグナルを発生することができる物質を
、試料量を決定するための比較参照物質として使用する用途であって、分析対象物質に特
異的な物質のルミネセンスシグナルおよび該比較参照物質のルミネセンスシグナルを測定
するためにただ一つの検出器が使用される方法に使用する用途。
【請求項１５】
液体と接触すると実質的に消されるルミネセンスシグナルを発生することができる物質を
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、分析対象物質を検出するためのシステムが機能する準備ができているかを確認するため
の比較参照物質として使用する用途であって、該システムが該分析対象物質に特異的な物
質のルミネセンスシグナルおよび該比較参照物質のルミネセンスシグナルを測定するため
にただ一つの検出器が使用されるシステムである用途。
【請求項１６】
ルミネセンスによって液体試料中の分析対象物質を検出する方法であって、
（ｉ）分析対象物質と接触して第一のルミネセンスを発生することができる分析対象物質
に特異的な物質を含み、そして液体試料と接触することによって、実質的に消される第二
のルミネセンスシグナルを発生することができる比較参照物質を含む担体を準備すること
と、
（ｉｉ）担体を、検出すべき分析対象物質を含む液体試料と接触させることと、
（ｉｉｉ）ルミネセンス信号を測定し、そしてルミネセンス信号を比較することによって
、分析対象物質を検出することとを含み、
該分析対象物質に特異的な物質のルミネセンスシグナルおよび該比較参照物質のルミネセ
ンスシグナルを測定するためにただ一つの検出器が使用される方法。
【請求項１７】
担体が液体試料と接触する前に比較参照物質のルミネセンスシグナルを測定する請求項１
６記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　この方法においても、すでに説明したように、実質的に同じ波長領域で励起され、発光
する、参照物質および分析対象物質に特異的な物質を使用することが好ましい。好ましく
は、まず試料不在下で比較参照物質のルミネセンスシグナルを測定して、それから液体試
料をつけて、試料が引き起こすルミネセンス信号を測定する。これは、好ましくはただ一
つの検出器を使って行うことができる。しかし、特に、参照物質の波長領域と分析対象物
質に特異的な物質の波長領域とが異なる場合は、複数個の検出器を使用することもできる
。
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